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どんなに優れたねじ締工具でも、そのトルクを管理できなければ性能は発揮されません。この
計測器は締めてある「ねじのゆるみトルク」、「増締めトルク」を管理します。さらにコンピュー
ターなどの連動により広範囲な生産管理体系のシステム化に対応できます。
使いやすく、正確でかつ経済的な製品として、電子、カメラ、時計、計器等の精密分野から自動車、
航空機まで様々な業界に多数採用されています。

■	用　途
●	 ねじのゆるみトルク、増締めトルクの計測に
●	 その他、治具工具の工夫により応用範囲広汎

 （例）
•	 タッピンねじ下孔径のデーター作成に
•	 回転部品のトルク選別機に
•	 ビン類のフタ締力管理に
•	 小物部品の破壊試験器に
•	 プラスチックねじやプラスチック部品の品質管

理に

■	特　長
●	 メモリー機能により、トルクデーターの記憶と管

理ができます。（100 データーメモリー機能付き）
●	 本体 1 台でトルク値の最大（Max）、最小（Min）、

平均値（Ave）の確認ができます。
●	 トルク表示を自動リセット（クリアー）できます。
●	 トルク表示は自動でゼロ調整を行います。

●	 ファーストピークモード【F.PEAK】測定により、
ねじ増締めのすべりトルクを測定できます。	
作業条件により F.PEAK がとらえにくい場合があり
ます。測定条件についてはご相談ください。

●	 トルクを直示するデジタル方式なので、簡単に正
確に読みとれます。

●	 トルクのピーク値を保持表示するので、ねじトル
ク値を正確に設定できます。

●	 CW（時計）方向、CCW（反時計）方向とも測定で
きるので、締付け力と戻力が簡易に測定できます。

●	 CCW 方向の測定は、測定数値の前に“−”符号がディ
スプレイに表示されます。

●	 トルク検出部に歪み計を直接取り付けているので、
機構がシンプルで堅牢です。

●	 SPC（統計）システムへサポートができます。
●	 小型、軽量、充電式なので持ち運びに便利です。
●	 アナログ出力は、波形観測や測定結果の記録判別な

ど、多目的に使用できます。（アナログコードは別
売品）

●	 データー出力はインプットツール（市販品）と接
続してパソコンに取り込めます。※ P.9 を参照。

●	 AC アダプターは 100V 〜 240V まで対応するマル
チ電源式で、バッテリーは環境に優しいニッケル
水素を使用しています。
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　注意

■	ご使用前の注意
●	 ご使用前に計測器を安全に正しくお使いいただく

ために、必ず取扱説明書及び本体ボディーに貼付
の注意シール等を読んでお使い下さい。

●	 計測器本体（表示部）と検出器は同一のシリアル
NO. により校正管理されています。必ず同一のシ
リアル NO. の組み合わせでご使用下さい。

●	 計測器をむやみに改造や分解、及び取扱説明書以
外の取り扱いにより発生した故障等には、当社は
一切責任を負いかねますのでご注意下さい。

■	作業中のご注意
●	 検出器に取り付けるビットは、しっかりと取り付

けて下さい。
●	 検出器のビット先端を測定物以外の方向には絶対

に向けないで下さい。
●	 補助アーム（HDP-50 添付品）はビット先端に大き

な力が加わりますので、ねじ部からはずれる事を
考慮してしっかりと締め付けて下さい。

●	 検出器を振り廻したり、叩いたりしないで下さい。
故障の原因になります。

●	 異常と思ったらすぐに作業をやめて製造元又は販
売店まで連絡して下さい。

●	 作業時の衣服は袖口、ボタン、チャック等はきち
んと着用して作業して下さい。

●	 手袋をはめての作業は滑りやすく危険です。手袋
の着用はしないで下さい。

■	ご使用上の注意
●	 P.10 仕様内各機種のピーク時測定範囲に対して、

最大許容負荷 120％以上のトルクをかけると検出
器内部が破損しますので、絶対にしないで下さい。

●	 充電器は NiMH 専用です。その他電池（弊社品を
含む）使用の製品には、絶対に使用しないで下さい。

●	 本体を止めているねじをむやみにゆるめて分解な
どしないで下さい。（精度不良の原因になります）

●	 表示部及び検出器には、絶対衝撃を与えないで下
さい。

●	 検出器に取り付けたビットは、使用後は必ず取り
外して下さい。

●	 充電器の取り扱い
　	充電については本文 P.8 をよくお読み下さい。
●	 データー出力コネクターには、取扱説明書に記載

の製品以外は接続しないで下さい。

正しく安全にご使用いただく
ために、注意事項をよくお読
み下さい。

●	 コード類の抜き差しはコネクターの頭部を持ち、
ピン配置を確認してから行って下さい。

●	 計測器の使用後は必ず電源スイッチを “OFF” にし
て、作業を終了して下さい。

●	 表示板（アクリル板）をたたいたり、表示板に負
荷をかけたりしないで下さい。

●	 校正その他の目的で、むやみに内部のボリューム
をいじらないで下さい。

●	 乱暴に扱ったり、落としたりしないで下さい。
●	 計測器は周辺環境に敏感に反応するので、次の場

所での使用はさけて下さい。
•	 水、油、その他の液体が飛散するところ
•	 振動、粉塵、熱気等が発生するところ
•	 室外及び電気的ノイズが発生するところ
•	 高温、多湿のところ（適応湿度：25％〜 65％、

適応温度：15℃〜 35℃）
•	 その他、機能障害や機能劣化を引き起こすおそ

れのあるところ
●	 温度、湿度が著しく変化するところへの格納はし

ないで下さい。内部結露が生じ、性能劣化の原因
になります。
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■	各部の名称

ビット 専用充電器 補助アーム

HDP-50

ハイオスシャンク ∅5
＃ 0、∅2.5 × 60mm
＃ 1、∅5 × 60mm
＃ 2、∅5 × 60mm
各１ ケ

HDP-5

品番：	
TCH-MULTI
	 １ケ 
(AC100V 〜
　　240V 対応 )

１本

添付品
型式

ハイオスシャンク ∅4
＃ 0、∅2.5 × 40mm
＃ 1、∅4 × 40mm
＃ 2、∅4 × 40mm
各１ ケ

検出器コード

1.7 m １本

品番：
DPC-0506

１枚

検査成績書

補助アーム（HDP-50、HDP-100 添付品）
作業者の力では安定した測定や検出ができないよう
な高トルクの場合、補助アームをご利用下さい。軽い
力で安定したトルク測定ができます。

補助アーム

● 本体、添付品とも専用の軽量アルミアタッシュケース入り
※六角シャンク対辺 6.35mm の HDP-5、HDP-50 も対応できますのでご相談下さい。（オプション）

六角シャンク対辺 6.35mm
＃ 1 × 50mm
＃ 2 × 50mm
各１ ケ

HDP-100
( オプション )

１本

■	添付品内容
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	 名　称	 機　能

電源スイッチ【POWER】	 ボタンスイッチによる切替　ON で (LED 点灯 )      ( 注 2 参照 )
（オートパワー OFF）	 10 分間放置した場合は自動的に 0FF になります。またはスイッチ操作をしていない時、

トルク負荷が 10 デジット以上ない時、外部データー出力のない場合に動作します。

リセットスイッチ【RESET】	 表示をリセットする場合。プリンター出力をする場合。		

表示部	 測定単位の表示							     
									       
									       
									       
									       
								      

測定単位切替スイッチ【UNIT】 	 N•m ←→ N•cm　2 ポイント単位

測定モード切替スイッチ【MODE】	 PEAK ←→ TRACK ←→ F.PEAK 切替
	 PEAK：	 トルクの最高値を保持表示します。（リセットボタンで数値解消）
	 TRACK：	 トルク変化につれて、表示が変化します。（トルク解除で数値解消）

	 F.PEAK：	 トルクの変化に応じて、最初のピークダウンを捉え測定すると同時に、そ
の値を保持表示します。

AC コネクター	 充電器を接続します。

アナログ出力コネクター	 アナログ電圧出力を行います。
【ANALOG OUT】		

データー出力コネクター	 【RESET】操作により、測定データーを出力します。
【DATA OUT】	 出力を利用することにより、SPC システムが可能です。（注１参照）

ディップスイッチ	 オートリセットのタイマー設定。データー出力の ON（P.ON の点灯）

トルク設定スイッチＡ【SET】	 測定値に対してブザーの設定値を決めます。	

メモリーセットスイッチ【M_SET】	 メモリー機能の ON（LED 点灯）←→ OFF の切替	

トルク設定スイッチＢ【▲】	 値に対し、ブザー設定値決めと設定値以上でのブザー動作（ブザー警告）を決めます。

ブザースイッチ【BZ】	 ブザー機能の ON（LED 点灯）←→ OFF の切替	

メモリークリアースイッチ【M_CR】	 メモリー消去	

アベレージ測定スイッチ【AVE】	 Min ←→ Ave ←→ Max の切替						    
アベレージ機能の ON（LED 点灯）←→ OFF の切替とアベレージ閲覧切替

■	名称の機能説明

注１：	SPC システム（Statistical Process Control）とは、測定データー記録や統計演算処理が行え、さらにパーソナルコンピューターの
接続が可能で、高度な情報処理システムに発展でき、生産管理の一環として役割を果たします。

注２：ブザーが鳴るまで電源スイッチを押して、直ぐ離して下さい。

	 型式	 N・m 表示	 N・cm 表示

	 HDP-5	 0.000	 0.0

	 HDP-50	 0.00	 0

	 HDP-100	 0.00	 0

-　4　-



6.	 値をキャンセルする時は【RESET】スイッチを押
して下さい。　

7.	 CCW（反時計）方向測定は、測定数値の前に “−”
符号がディスプレイに表示されます。

8.	 インプットツールを利用してデーター出力をする
場合《ディップ》スイッチ NO.3 を「ON」に入れ（P.ON
の LED 点灯）、本体【MODE】スイッチは【PEAK】
の位置に入れて下さい（P.6 ディップスイッチ参照）。
計測器で測定した数値は【RESET】スイッチを押す
とインプットツールがデーターをキーボード信号
に変換してパソコンの表計算ソフトに数値を表示
します。（【RESET】スイッチはキーボードの ENTER
キーと同じ機能です。）データーを出力するには
15digit 以上の入力信号が必要です。

	 例）計測器 HDP-50、N・m 単位にセットして測定し
た数値が 0.25 ならキーボードから 0.25 と入力し
た事と同じになり、【RESET】スイッチを押すとパ
ソコンの画面には 0.25 を表示します。

   •	 CCW 方向で測定した “−” 符号のディスプレイ表
示データーは、パソコン画面には同じように “−”
符号の数値で表示されます。

9.	 ビットを締め付けてあるねじにあてて、CW 方向（時
計方向、締付トルク）、CCW 方向（反時計方向、ゆ
るみトルク）を測定して下さい。左右いずれの方
向でもトルク値はデジタルで表示、保持されます。

10.	 測定終了後は必ず【POWER】スイッチをOFF に
して下さい。

■	digit（デジット）について
digit とは小数点に関係なく表示される数値の単位です。

　例）　表示が	 0.001	 ＝	 1	digit
	 0.025	 ＝	 25	digit
	 0.10	 ＝	 10	digit
	 1.25	 ＝	 125	digit

■	操作の手順
最初に計測器の充電状態を確認して下さい。【POWER】
スイッチ ON で充電量が不足の場合、表示板に“LOBAT”
の表示がでます。“LOBAT”を表示した場合 3 時間以上、
6 時間を越えないで充電を行って下さい。充電は専用
充電器をお使い下さい。

1.	 検出器コードを表示部と検出器に接続して下さい。
	 検出器コードのピン形状は両端同じです。作業内

容により、接続方向を使い分けて下さい。
	 接続の際はコネクタ側の形状をよく見て端子側の

形状（ピン）を合わせて下さい。形状を無視した
接続は端子のピンが曲がったり、折れたりして故
障の原因になります。

2.	 検出器の先端に添付のビットを取り付けて下さい。

ジョイントシャフトカラー
をドライバー側に押し込み
ビットを挿入する

3.	 【UNIT】スイッチを目的の位置にセットします。
	 （N•m ←→ N•cm）
4.	 オートゼロ調整を行って下さい。【MODE】スイッ

チを TRACK に入れて、【SET】スイッチと【▲】スイッ
チを同時に 2 秒以内に押して下さい。オートゼロ
が行われます。

 ※	 2 秒以上経過した場合は、他モード操作に変わり
ます。その場合は【RESET】スイッチを押して、
再度オートゼロ調整を行って下さい。

5.	 【MODE】スイッチを【PEAK】又は【F.PEAK】に
入れて下さい。

   •	 PEAK で測定する場合は、トルクをかけるとピーク
値を捉え、表示します。ピーク測定は 15digit（デジッ
ト）以上の入力信号が入ると、ホールド状態にな
ります。但し、最初のピーク値以上のトルクが加
わるとそれを新たなピーク値として捉えて表示し
ます。トルクをかけると表示数字は変化します。

   •	 F.PEAK で測定する場合は、最初のピークダウンを
捉え、数値を表示します。

	 （注意）再度トルクをかけても表示値は変化しません。
 ※	 digit 説明については P.5 を参照。
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■	各種機能の説明
《【ディップ】スイッチ》
【ディップ】スイッチの切替えは必ず

電源が OFF の時に行って下さい。
● オートリセット
	 【ディップ】スイッチの設定

( ※ 1)	オートリセット ON の時は【RESET】スイッチ使用不可
( ※ 2)	データー出力コネクターにプリンター又は PC（イン

プットツール）等が接続されず、P.ON/OFF が ON に
なっている場合に、リセットを行うとエラー表示が
出ます。

《トルク設定》
出荷時はブザーは ON に設定。最大許容負荷が変わっ
た時、警告ブザーが鳴るように設定されています。又、
トルクの設定値を任意に設定できます。その設定値に
対してブザーによる測定の確認が出来ます。
動作内容
	 設定値　100 の場合
	 100 ＜出力 ON（表示が 100 以下になった場合解除）	 A.RESET TIME	 P.ON/OFF

		  1	 2	 3	 4

	 1 秒	 ON	 ON	 −	 −

	 2 秒	 ON	 OFF	 −	 −

	 5 秒	 OFF	 ON	 −	 −

	 OFF	 OFF	 OFF	 −	 −

	 あり ( ※ 2)	 −	 −	 ON	 −

	 なし	 −	 −	 OFF	 −

オートリセッ
ト実行までの
動作時間（※ 1）

データー出力

ディップスイッチ No.

　　エラー表示

《データー出力》
1.	【MODE】スイッチを【PEAK】または【F.PEAK】に

セットして下さい。
2.	 ディップスイッチのデーター出力 (3 番 ) を ON に

設定します。
3.	 データー出力コネクターにプリンター又は PC（イン

プットツール）等を接続して下さい。（接続されてい
ない時、リセットを行うとエラー表示が出ます。）

	 （小数点位置の混載したデーターを出力できないプ
リンターは、プリンター側でエラーが発生します。）

4.	 測定を行い、リセットする事で表示値を出力します。
	 （AVE 値については、出力はしません。）
	 メモリーデーター出力（メモリー機能 ON）
	 注意：オートリセットは解除して下さい。
	 1.	 リセットボタンを 2 秒押します。
	 2.	 表示部が “Prn” と点灯します。
	
	 3.	 表示部が “Prn” と点灯の時リセットボタンを押

します。
	 4.	 表示部が 0001 から記憶番号が点滅し全トルク

データーの出力を出力します。

ON ON

リセット
設定値

ブザー

トラック ピーク

トルク設定モード時のスイッチ機能
使用スイッチ
	 ①	 ②	 ③

①	【SET】スイッチ
1.	 2 秒間押し→繰り返しでトルク設定モード
	 ON − OFF 切替
2.	 トルク設定モード ON 時
	 押す毎に表示点滅

部が左へシフトし、
最大（4 桁目）の次
は右端へ戻ります。

②	【▲】スイッチ
	 トルク設定モー

ド ON 時、 押 す
毎に点滅部の数
値 が 0 〜 9 ま で
変 化 し ま す。4
桁目の最大表示
は 0 又は 1 です。

	 （ローテーション）
③	【RESET】スイッチ
	 測定待機状態に

します。トルク
設定途中で作業
の中断をしたい
場合（トルク設
定モードは OFF
になります）。

SET RESET

点滅シフト動作

0～90又は1 0～9 0～9
（最大表示）

１回押し、３桁目
を１と点滅させる。

トルク値設定　＜使用例＞　
初期値が“0”の時、設定値を
“0100”とする場合

測定待機状態

①【SET】
スイッチ

表示最小桁
点滅

①【SET】
スイッチ

②【▲】
スイッチ

①【SET】
スイッチ

2秒間押す。
トルク設定ON

設定値が点滅する。

２回押し、３桁目
を点滅させる。

2秒間押す。
トルク設定OFF　
設定終了
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《メモリー測定》
使用目的
	 測定トルク値を記憶し、日常作業の管理を行います。
動作内容
	 測定トルク値の記憶及び閲覧を行います。
	 記憶容量　→　0001 〜 0100 までの 100 データー

1.	 記憶データーは、自動で番号の割り振りを 0001
から順番に行います。

	 （すでに記憶値がメモリーされている場合（図１）
は、次の記憶番号を初めとし、記憶を行います。）

2.	 データーを閲覧したい場合は図２を参照。
3.	 最大記憶数までデーターが入った場合は部分消

去（図３）又は全消去（図４）を行い次データー
の記憶を行います。

オーバーフロー表示
（最後の記憶番号まで記憶し次の記

憶になった場合は、オーバーフロー
表示として “FUL” と表示させ点滅

します。解除は【RESET】スイッチを押します。）

メモリー測定するためのスイッチ機能
使用スイッチ
	 ①	 ②	 ③	 ④	 ⑤

①	【SET】スイッチ
	 メモリー測定 ON 時、メモリーした下位番号に移

動します。
②	【▲】スイッチ
	 メモリー測定 ON 時、メモリーした上位番号に移

動します。
③	【RESET】スイッチ	
	 メモリー測定 ON 時、メモリー測定待機状態にし

ます。（測定終了する時、閲覧をやめる時、消去を
中断する時）

④	【M_SET】スイッチ
	 2 秒間押し→繰り返しでメモリー測定 ON（LED 点

灯）− OFF に切替ます。
⑤	【M_CR】スイッチ
	 メモリーの消去を行いたい時

SET RESET M_SET M_CR

記　憶（図１）

測定待機状態

トルク値の記憶　＜使用例＞
(メモリー機能ON　LED点灯)

ねじのトルク測定

③【RESET】スイッチ

ねじと検出器を嵌合動作。

１回押し、トルク値の記憶番号を点滅する。
繰返し作業を行われた場合も同じ。
(オートリセットも同様)

閲　覧（図２）

メモリートルク値の閲覧　＜使用例＞
（メモリー機能ON　LED点灯）（データーが記憶されている場合）

測定待機状態

①②【SET】【▲】スイッチ

①【SET】スイッチ

②【▲】スイッチ

③【RESET】スイッチ

どちらかのスイッチを１回押し、記憶番号
0001とそのトルク値を交互に点滅する。

１回押し、下位の記憶番号0002とそのトルク
値を交互に点滅する。

１回押し、上位の記憶番号0001とそのトルク
値を交互に点滅する。

閲覧解除 【RESET】スイッチを押す・30秒間
放置した場合・作業のトルク信号が出た時

部分消去（図３）

メモリートルク値の部分消去　＜使用例＞
（メモリー機能ON　LED点灯）（データーが記憶されている場合）

測定待機状態

メモリートルク値閲覧状態

⑤【M_CR】スイッチ

⑤【M_CR】スイッチ

消去

消去したいトルク値を表示させる。

部分消去表示
１回押し 点滅する。

解除　　リセット又は30秒放置した場合

１回押し、消去された記憶番号部に下
位記憶番号に有ったトルク値がシフト
され記憶する。(※1)

DATA1 DATA2 DATA3 DATA4

DATA1 DATA3 DATA4

DATA2の消去後

DATA2の消去前 シフト

0001 0002 0003 0004

0001 0002 0003 0004

メモリートルク値の全消去　＜使用例＞
（メモリー機能ON　LED点灯）（データーが記憶されている場合）

測定待機状態

⑤【M_CR】スイッチ

⑤【M_CR】スイッチ

全消去表示
２秒間押し 点滅する。

解除　　リセット又は30秒放置した場合

１回押し、フォーマット（5秒）

消去

全消去（図４）

（※ 1）
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《アベレージ測定》 	 　　
使用目的
	 簡易な日常作業のねじのゆるみ、増締めトルクの

管理を行います。
動作内容
	 外部 PC 等を使用せず測定したトルク値の、最小

(Min)・平均（Ave）・最大（Max）を確認できます。
	 データーの記憶は 10 個までですが、データーの測

定には上限がありません。
	 記憶容量　→　0001 〜 0010 までの 10 データー

1.	 データーは、自動で番号の割り振りを 0001 か
ら順番に行います。

	 ( マイナス表示は記憶しない。)
	 （測定機能解除時にデーター自動消去）
2.	 データーが仮に 6 個しかない場合は、6 個に対し

ての各値を表示します。

アベレージ測定時のスイッチ機能
使用スイッチ
	 ③	 ⑥

③	【RESET】スイッチ	
	 アベレージ測定 ON 時、アベレージ測定待機状態

にします。
	 ( 測定終了する時・閲覧をやめる時 )
⑥	【AVE】スイッチ
	 2 秒間押し→繰り返しでアベレージ測定 ON（LED

点灯）—OFF 切替をします。アベレージ測定 ON 時、
1 回押す毎に図 1 を繰り返し表示閲覧する。

AVERESET

最大値 (Max)

アベレージ測定　＜使用例＞
 (アベレージ機能ONの場合 　LED点灯)

測定待機状態

ねじのトルク測定

③【RESET】スイッチ

ねじと検出器を嵌合動作。

１回押し“0001”点滅する。
(オートリセットも同様)

何回か行程を繰り返し、データを取る。

アベレージ閲覧
 (アベレージ機能はOFFせず閲覧を行う。OFFした場合、データーは消去される。)

⑥【AVE】スイッチを１回押す毎に、Min・Ave・Maxの値が表示部に点滅表
示される。

図１

最小値 (Min) 平均値 (Ave)

※	アベレージ測定に入る前に、必ず【MODE】スイッ
チを PEAK か F.PEAK にセットして下さい。アベレー
ジ測定 ON の時は【MODE】スイッチ、【UNIT】ス
イッチは効かなくなります。

1個目削除

11個目を入力

0001 0002 0003 0010

0001 0002 0003 0009 0010

0001 0002 0003 0009 0010

■	充電について
充電は必ず専用充電器で行い、充電するには本体電源
スイッチは “OFF” の状態で行って下さい。最初に充
電する時は６時間で満充電になります。

　注意　

●	 充電時間は最大６時間までとして下さい。
●	 この充電器は、NiMH 専用です。その他電池（弊社品

を含む）使用の充電には絶対に使用しないで下さい。
●	 充電中は使用しないで下さい。
●	 表示板に “LOBAT” の表示がでたら測定を止め、充

電を行って下さい。
●	 専用充電器を他目的に使用しないで下さい。
●	 充電器コードの上に重い物を乗せたり、折ったり、

縛ったりはしないで下さい。
●	 充電器の取り付け、取り外しは必ず電源スイッチ

を “OFF” にしてから行って下さい。
●	 本体内の電池は絶対に外さないで下さい。

　危険
●	 充電の最大時間を超えると、発熱や破裂、又は火

災などの原因になります。

■	充電の仕方
1．計測器の電源スイッチを “OFF” にして、充電器プラ

グを充電器コネクターに差し込み、接続して下さい。
2．充電が終わったら充電器プラグを引き抜き、電源

スイッチを “ON” にして、表示がでるか確認して
下さい。

3．充電器は冷ましてから、保管して下さい。
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■	データー出力の種類
測定データーのパソコンへの取り込みにはミツトヨ社
製インプットツールをご利用下さい。（市販品）
●USB 変換タイプ
　品番：IT-016U
 　接続ケーブル（5P）　NO.937244   2m（別売品）
※	製品については（株）ミツトヨ又はご購入の販売

店までお問い合わせ下さい。

■ アナログ出力の種類
アナログ出力コードは別売品です。（アナログ出力専
用コード 1.5m 品番：HP-8060）計測器に接続可能な
アナログ出力の種類は下記のいずれかです。
ペンレコーダー、オシロスコープ、電圧計等
※	ご使用の際は各社製品に添付の取扱説明書をよく

お読みの上、正しくお使い下さい。

■ アフターサービス
● 	 保証書
保証期間はお求めの日から１年間です。
同封してある保証書に必ず「販売店名、販売店印、顧
客名、購入日」をご記入の上、保証内容をよくお読み
の後、大切に保管して下さい。保証書に販売年月日、
販売店印の記載なき場合は無効となりますので、ご注
意下さい。修理の際には保証書を添えてお買い上げ店
にお届け下さい。

●	 修理
修理は保証書に記載の内容に応じて、有償又は無償で
修理いたします。
1.	 次の内容は保証期間中でも有償修理になります。
(1)	 ご使用上の誤りや不当な分解、さらに修理や改造

による故障及び損傷。
(2)	 本体内、検出器、スイッチ等に不慮に油が入り込

んだり注油した事による故障。
(3)	 お買い上げの後の落下や、輸送時による故障及び

損傷。
(4)	 火災、ガス害、地震、風水害、異常電圧、その他

の天災異変による故障及び破損。	
(5)	 保証書のご提示がない場合。
(6)	 保証書に、お客様名、販売年月日、販売店印の無

き場合又は、字句を書き替えられた場合。
(7)	「校正」、「点検」、「検査」の要求や、消耗品の交

換は有償扱いになります。
2.	 ただし、次の内容は無償で修理いたします。
(1)	 受託校正後、3 月以内に同じ箇所の修理が生じた

場合。
(2)	 点検及び校正後、3 月以内に再度点検及び校正の

必要が生じた場合。

※	無償修理について、上記 1 項の (1) 〜 (4) に該当す
る場合は除きます。

●	 修理にお出しになる場合の運賃、諸経費はお客様
のご負担となります。

アフターサービスについてのご不明な点は、お求めの
販売店又は、弊社校正ラボまでお問い合わせ下さい。

■	検定と校正
計測器の検出部は独特の構造設計で、精度は長期にわ
たり安定したトルク精度を保有しますが、弊社による
検定と校正は最低１年に１度は実施して下さい。その
検定及び校正は弊社でお引き受けしますので、ご利用
下さい。（有料）

※	出荷時には、弊社試験精度に基づき校正を行ってお
りますが、ご使用条件や製品の経年変化等で校正値
が変化する場合がありますので、オーバーホールを
含め定期校正を弊社にて行っております。又定期校
正添付書類については国家基準との体系図等も添付
いたしておりますので是非ご利用下さい。

■	校正及び修理に出される場合の注意
1.	 必ず専用アタッシュケースに入れてお出し下さい。
	 輸送中の衝撃、落下により破損事故が生じますの

で、必ずアタッシュケースに入れて下さい。
2.	 純正の添付品以外はアタッシュケースに入れない

で下さい。
	 お客様側で制作された取付板、治具、又は余分な

ビット等は絶対に入れないで下さい。当社での責
任は負いかねます。

3.	 故障内容はできるだけ詳しく書いて下さい。
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ピーク時測定範囲	 N•m	 0.015 〜 0.500	 0.15 〜 5.00	 0.15 〜 10.00
	 N•cm	 1.5 〜 50.0	 15 〜 500	 15 〜 1000
精度（注）		  ± 0.5% 以内（F.S.）		
電源		  1.2V NiMH × ５セル　1000mA	  	
充電時間		  ６時間以内		
満充電時の連続使用		  ８時間			 
バッテリー寿命		  約 300 回充電可能		
寸法		  外観図参照		
重量	 表示部	 780g
	 検出器	 68g	 250g		
専用充電器		  入力 AC 100V 〜 240V 対応　50/60Hz
		  出力 DC 7.3V 〜 8V　0.5A	

型式	 HDP-5	 HDP-50	 HDP-100

表示板に “LOBAT” の表
示がでる。	
表示板に何も表示がでな
い。			 
	
			 
	
ゼロにならない。	
ホールドしない。	
充電ができない。
		

充電しても表示板に充電
不足の表示が出る。

表示板に何らかの数値が
表示される。

■	仕様

	 症状	 原因	 処置

•	充電をして下さい。P.8 参照。		
	 それ以外は弊社まで連絡を下さい。		
•	電源スイッチを “OFF” にして満充電した後、電源

スイッチを “ON” にして、表示がでることを確認し
て下さい。表示がでたら６時間以内の充電を行って、
通常にご使用下さい。	 	

	 それ以外は弊社まで連絡を下さい。		
•	オートゼロ調整をして下さい。
•	【PEAK】に設定して下さい。			 
•	プラグの差し込みを確認して下さい。		
•	充電器コネクターに接続して下さい。		
	 それ以外は弊社まで連絡を下さい。		
•	修理にお出し下さい。		  	
•	６時間を越えない範囲で再充電をして下さい。	
•	【RESET】スイッチを押して削除して下さい。

•	充電不足。
		  			 
•	長期間使用していない又は、完全放電し

ていませんか。
						    

				  
	

•	ゼロ調整ができていない。
•	【MODE】スイッチが【TRACK】になっている。
•	充電器プラグが深く差し込まれていない。
•	他の端子に接続している。
		
•	バッテリーの寿命。		
•	充電不足。			 
•	ノイズによるデーターの表示数字。		
（電源 ON 時など）

■	故障と決める前に！
故障と決める前に、下記表に従い調べて下さい。尚、異常のある時はお求めの販売店又は、弊社まで連絡を下さい。

  •	 最大許容負荷以上のトルクは絶対に
かけないで下さい。

  •	 バッテリー寿命は使用状況により変
化するため、この値を保証するもの
ではありません。

 （注 1）	 精度フルスケールにて
	 ± 0.5% 以内
	 各トルクメーターの検査値に対

して（４ポイント）MAX の値
を当てはめ、ユーザー様に対し
ての保証値内としております。

 （注２）	 試験精度
	 社内検査をする場合は、精度

を± 0.3% + 1 digit 以内にして
おります。

単位：mm•	 本体（表示部）は HDP-5・HDP-50・HDP-100 とも同寸法です。
※	仕様及び外観の一部を改良のため、予告なく変更する場合がありますので予めご了承下さい。

 外観図 検出器
HDP-50（ハイオスシャンクH5）
HDP-100（六角シャンク対辺 6.35）

HDP-5（ハイオスシャンクH4）

∅
10∅
21

7029
104

Max

BZ

AveMinP.ON

SET

Digital Torque Meter

AVEM_CRM_SET

PEAK

TRAK
POWER

ON

MODEUNITRESET

F.PEAK

125

95
.6

42
5

21

15

∅
12
.5

∅
34
.5

12035
160
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	 d1	 d2	 d3	 d4	 d5	 d6	 d7	 d8	 d9	 d10	 d11	 d12	 d13

	 MIN	 MAX	 UNIT

T0	 2	  —	 sec

T1	 0.2	 0.4	 sec

T2	 0.2	 0.4	 mS

T3	 0.5	 1	 mS

T4	 0.2	 0.4	 mS

	
	 各デジットはそれぞれ 4bit バイナリで表され、LSB から 20 → 21 → 22 → 23 の順に出力されます。

符号

エントリー・ナンバー

データー・タイプ

小数点位置

数値データー

3.	 タイミングチャート	

■ アナログ出力仕様
		  表示 500 → 約 0.5V

■ シリアル出力仕様
1.	コネクターピン配置　
ミツトヨ　MQ65-5P
①	 GND	 ：	グランド
②	 DATA	：	下記のフォーマットで

データーを出力する
③	 CK	 ：	クロック

④	 RD	 ：	データー受け取り要求
⑤	 REQ	 ：	外部からデーター出力の要求を

する
①〜④	 ： オープンドレイン
			   -0.3 〜 +7 V (400 µA max.)
⑤		  ：	VDD (1.55 V) にプルアップされ

ている

2.	 データーの出力フォーマット
	 13 デジットが次の順に出力されます。
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■ 中国 RoHS2 について
	 下記の表は中国 RoHS2 に関する表です。
	 中国に輸出される場合で中国税関から問合わせがある場合は、この表を提示してください。

	

	 また、別途に製品および製品の個装箱にも下記「中国 RoHS のマーク」が必要です。
	 万一、マークがない場合で緊急の際は、「中国 RoHS のマーク」を切り取り、製品および個装箱に貼付

してください。
	 あるいは、お手数でも弊社営業部までお問い合わせください。

「中国 RoHS のマーク」
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校正証明書発行のご案内

＜ FAX送信先：047-392-7778 ＞

この度はハイオストルク計測器をお求めいただき、誠に有り難とうございます。
トルク計測器には「検査成績書」が添付されております。ご購入後、校正証明書等の必要があれば、有料
にて発行させていただきます。（必要事項に記入してＦＡＸ送信して下さい。）

1.	 校正証明書の発行
	 ●	 校正証明書
	 ●	 トレーサビリティー体系図

2.	 受託校正（修理）をされる場合の校正証明書について
	 校正完了後に ① 校正証明書、②トレーサビリティー体系図、③ 検査成績書の３点が自動的に添付さ
れます。（無料添付）

3.	 校正証明書のお申し込みは、お買い求めの販売店にご連絡下さい。
	 ◎	お客様から上記 1. の２点セットを要求する際は、製品に添付の「検査成績書」をご用意いただき、

下記の発行依頼書に必要事項をご記入下さい。記入後は販売店までお申し出下さい。

	 ※	校正証明書発行についてのご不明な点は、弊社業務グループまでご連絡下さい。

（株）ハイオス 業務グループ　TEL：047-392-2000

〈校正証明書２点セット　発行依頼書〉

お客様名：	 電話番号：　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
検査成績書の証明書番号：	 機種名：　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　
製造NO.：	 校正年月日：　　　　　　　　　　
　　　

記入後、販売店迄お申し出下さい。

販売店様にお願い！　上記項目の記入を確認後、（株）ハイオス 業務グループまでご連絡下さい。

販売店名：　　　　　　　　　　　　　担当者名：　　　　　　　　　電話番号：　　　　　　　　　　
　　　
依頼日：

株式会社

代理店名

7,500 円（２点セット）

〈複写してご使用下さい。〉

キ　リ　ト　リ　セ　ン
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製造元	 株式会社

	 〒270-2223  千葉県松戸市秋山 1-16-5
	 TEL	 (047) 392-2000（代）
	 FAX	 (047) 392-7778


